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体の水分こ席分が失われます

，水分の不足が蕪くこ汗が田なくな。
休こ汗つ・こもって休温が五果@-ま丁

、塩分木足により筋肉のけいれ几を俺二丁。
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貴也急款の廿甘状症

やや重症
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・立うくろ沖
・頭の色が昔自い
・こむら返Ⅱ

・吐き気・嘔吐
・元気がぢくぢっ患ⅡぐったⅡ
・め辛い・頭傭
・気分不良
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麟
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，日陰や涼しい鴫所への移動
・衣頑をゆる祐辛しょう
・足を3ocmくろい高くして在かせます
・スポーツ飲料ぢどの氷分を少しすつ与えます
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体O;冷やし方
・頭・宙でこ・甘・わきの下・
足のつけ根に水や保冷剖を俺てる。
・水を体にみをかけたⅡ席れタオ@Lを
あてて旦を避ってひやす。

重症
・体温が40で以上
・体をさわると熱い
・辰市が鈍く憲誰が弓うううとしている
・全身のけいれん

?乙すぐに救急車を時ぴ辛す
意識がぢい仁きほ水を音寺せてほヴメ
無理に飲ませると嘔吐するここがあⅡます
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